
2008 年 9 月 25 日 
自殺対策担当部署の責任者様 

ＮＰＯ法人 ライフリンク 
代表 清水康之 

 

 「自殺対策実態調査」へのご協力のお願い  

 
 平素より当法人の活動にご理解を承り誠にありがとうございます。 
 一昨年・昨年に引き続き、今年も「自殺予防週間」に関連して全国の都道府県及び政令

指定都市の自殺対策の取組み状況に関する実態調査を行うことにいたします。 
 
 つきましては、添付調査票の質問事項にご回答いただき、10 月 3 日(金)中にＦＡＸにて

ご返信いただけないでしょうか。回答いただきました調査票に基づき、追って電話で確認

させていただく場合もございますので、重ねてご協力の程、よろしくお願いします。 
 
 なお、調査結果につきましては、報道各社にプレスリリースするとともにライフリンク

のＨＰやニューズレターでも情報開示する予定です。参考までに、一昨年・昨年の調査に

関する報道記事の一部をお届けしますので、ご参照ください。 
 
 大変ご多忙のところ恐れ入りますが、我が国の自殺対策推進のために、ご協力いただき

ますようどうぞよろしくお願いいたします。 
敬具 

 
※不明なことがありましたら下記担当者までお問合せ下さい。 

〒102-0071 
東京都千代田区富士見 2-3-1 信幸ビル 302 
ＮＰＯ法人自殺対策支援センターライフリンク 
 事務局長 藤澤克己 
電話 03-3261-4934 Fax 03-3261-4930 

 

添付資料 
 １．「自殺対策実態調査 2008」調査票 （9 枚） 
 ２．報道記事コピー（一昨年の実態調査結果、朝日新聞 2006 年 9 月 6 日） 
 ３．報道記事コピー（昨年の実態調査結果、京都新聞 2007 年 10 月 1 日） 
 

以上 



2009 年 2 月 27 日

自殺対策担当部署の責任者様

ＮＰＯ法人 ライフリンク

代表 清水康之

「自殺対策実態調査」の確認について

平素より当法人の活動にご理解を承り誠にありがとうございます。

昨年 9 月 25 日付でお願いしました「全国の都道府県及び政令指定都市の自殺対策の取

組み状況に関する実態調査」にもご協力いただきまして、ありがとうございます。皆様か

ら頂いた回答を基に対策状況を取りまとめておりましたが、百年に一度と言われる金融危

機の影響で緊急対応すべき事案が矢継ぎ早に立ち上がり、当初予定していたスケジュール

を大幅に変更せざるを得なくなりました。まずはその点について、お詫び申し上げます。

また、この度あらためて取りまとめを再開するにあたり、今年度の対策実施状況をでき

るだけ公正に評価に反映させるために、9 月以降に全国各地で実施されました（されてい

る）「緊急対策」等についても、評価の対象とさせていただくことにしました。

つきましては、3 月 2 日（月）・5 日（木）・6 日（金）にかけて、再度ご連絡させていた

だきますので、年度末に向けてご多忙の折に大変恐縮なのですが、追加調査にご協力いた

だきますようお願いいたします。

なお、すでに頂いた回答を基に貴自治体の取組み状況を別紙の通りまとめてあります。

その内容についてもご確認いただき、もし誤った記載等がありましたら、こちらからご連

絡させていただく際に、ご指摘いただけるとありがたく存じます。

期せずして、11 年連続で年間自殺者数が 3 万人を超えたことが明らかになったこの時期

に仕切り直すことになりまして、報道関係者からの注目もこれまで以上に集まっています。

私どもとしては、みなさまの取り組みを公正かつ客観的に評価させていただくよう最善を

尽くして参りますので、重ねてご協力のほどよろしくお願いたします。（調査結果について

は、3 月 9 日の週に公開するべく調整中です。）

※不明なことがありましたら下記担当者までお問合せ下さい。

東京都千代田区富士見 2-3-1 信幸ビル 302

ＮＰＯ法人自殺対策支援センターライフリンク

事務局長 藤澤克己

電話 03-3261-4934 Fax 03-3261-4930

添付資料

１．「自殺対策実態調査」における今年度の評価基準体系について

２．貴自治体の調査結果について（→内容に齟齬がないがご確認願います）

以上


